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死チームを立 ち上げた。県歯科医師会 と分担 して
週の前半を受 け持 ち3月29日か ら5月31日まで,
のべ27回派遣 した。出動には県警機動捜査隊の
協力で奥羽大学と遺体検案所(元 アルプス電気社
屋 相馬市)を 往復 した。
　検死では,遺 体番号とともに顔写真,口 腔内写







能性が高い部位を中心にエ ックス線写真 を撮影 し
た。検死後すみやかに,画 像 を現場のパ ソコンに
保存 した。






乏 しく照合が困難な例 も見 られた。エ ックス線写
真撮影に際 して,本 学放射線科か らの遮蔽板設置
により現場での被爆軽減策が講じられた。ポケッ
150 奥 羽 大 歯 学 誌 2011
ト線量計による個人の被爆線量測定では1回 約
12時間の出動で平均0.17μSv/hであった。
【まとめ】今回の震災で検死業務を担当し 「1人
でも多くのご遺体を遺族の元にお返 しする」ため
に,困 難な状況下での正確 な検死の実体験ともに
生前記録の重要性 を再認識 した。
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